
省

令

恩
給
給
与
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
恩
給
給
与
細
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

恩
給
給
与
細
則
（
昭
和
二
十
八
年
総
理
府
令
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改

正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

（
恩
給
請
求
書
類
の
様
式
）

（
恩
給
請
求
書
類
の
様
式
）

第
四
条

﹇
略
﹈

第
四
条

﹇
同
上
﹈

２

恩
給
給
与
規
則
（
大
正
十
二
年
勅
令
第
三
百
六
十
九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
二
条
ノ
七
第
三
項
若

し
く
は
第
五
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
八
条
第
二
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
条
第
二
項
、
第
十
条
ノ
二
第
一

項
、
第
十
条
ノ
四
、
第
十
条
ノ
五
、
第
十
条
ノ
七
第
一
項
、
第
十
条
ノ
八
、
第
十
条
ノ
九
第
二
項
、
第
十
条
ノ

２

恩
給
給
与
規
則
（
大
正
十
二
年
勅
令
第
三
百
六
十
九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
二
条
ノ
七
第
三
項
若

し
く
は
第
五
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
八
条
第
二
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
条
第
二
項
、
第
十
条
ノ
二
第
一

項
、
第
十
条
ノ
三
、
第
十
条
ノ
四
、
第
十
条
ノ
五
、
第
十
条
ノ
七
第
一
項
、
第
十
条
ノ
八
、
第
十
条
ノ
九
第
二

十
第
一
項
、
第
十
条
ノ
十
一
、
第
十
条
ノ
十
二
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
二
条
ノ
二
第

二
項
、
第
十
三
条
第
二
項
、
第
十
三
条
ノ
二
第
二
項
、
第
十
三
条
ノ
三
第
二
項
、
第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
六

条
第
二
項
、
第
十
六
条
ノ
二
又
は
第
十
六
条
ノ
三
の
規
定
に
よ
り
総
代
者
が
恩
給
を
請
求
す
る
場
合
の
恩
給
請

求
書
に
は
、
請
求
者
の
氏
名
の
上
部
に
「
総
代
者
」
と
明
記
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

項
、
第
十
条
ノ
十
第
一
項
、
第
十
条
ノ
十
一
、
第
十
条
ノ
十
二
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
二
項
、
第

十
二
条
ノ
二
第
二
項
、
第
十
三
条
第
二
項
、
第
十
三
条
ノ
二
第
二
項
、
第
十
三
条
ノ
三
第
二
項
、
第
十
五
条
第

二
項
、
第
十
六
条
第
二
項
、
第
十
六
条
ノ
二
又
は
第
十
六
条
ノ
三
の
規
定
に
よ
り
総
代
者
が
恩
給
を
請
求
す
る

場
合
の
恩
給
請
求
書
に
は
、
請
求
者
の
氏
名
の
上
部
に
「
総
代
者
」
と
明
記
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

経
常
費
用

資
金
調
達
費
用

コ
ー
ル
マ
ネ
ー
利
息

売
現
先
利
息

借
用
金
利
息

社
債
利
息

そ
の
他
の
支
払
利
息

役
務
取
引
等
費
用

そ
の
他
業
務
費
用

営
業
経
費

そ
の
他
経
常
費
用

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

そ
の
他
の
経
常
費
用

経
常
利
益
（
又
は
経
常
損
失
）

特
別
利
益

固
定
資
産
処
分
益

負
の
の
れ
ん
発
生
益

そ
の
他
の
特
別
利
益

特
別
損
失

固
定
資
産
処
分
損

減
損
損
失

そ
の
他
の
特
別
損
失

税
金
等
調
整
前
当
期
純
利
益

（
又
は
税
金
等
調
整
前
当
期
純

損
失
）

法
人
税
、
住
民
税
及
び
事
業
税

法
人
税
等
調
整
額

法
人
税
等
合
計

当
期
純
利
益
（
又
は
当
期
純
損

失
）

非
支
配
株
主
に
帰
属
す
る
当
期

純
利
益
（
又
は
非
支
配
株
主
に

帰
属
す
る
当
期
純
損
失
）

親
会
社
株
主
に
帰
属
す
る
当
期

純
利
益
（
又
は
親
会
社
株
主
に

帰
属
す
る
当
期
純
損
失
）

（
記
載
上
の
注
意
）

法
令
等
に
基
づ
き
、
又
は
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
及
び
そ
の
子
会
社
等
の
損
益
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

必
要
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
様
式
に
掲
げ
る
科
目
を
細
分
し
又
こ
の
様
式
に
掲
げ
る
科
目
以
外
の
科
目
を
設
け
、
そ
の

性
質
に
応
じ
て
適
切
な
名
称
を
付
し
、
適
切
な
場
所
に
記
載
す
る
こ
と
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
総
務
省
令
第
百
九
号

国
会
議
員
互
助
年
金
法
施
行
令
を
廃
止
す
る
等
の
政
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
七
十
三
号
）附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
国
会
議
員
互
助
年
金
法
施
行
令（
昭

和
三
十
三
年
政
令
第
百
四
十
三
号
）
第
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
恩
給
法
（
大
正
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）（
恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）
附
則
そ
の
他
恩
給
に
関
す
る
法
令
を
含
む
。）

を
実
施
す
る
た
め
、
恩
給
給
与
細
則
等
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

総
務
大
臣

林

芳
正


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